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集光されたレーザー光がマイクロメートルオーダーの粒子に入射すると、溶媒との屈折率の違いによ

ってレーザー光が屈折する。その際に生じる運動量変化の補償として発生する放射圧が焦点方向にはた

らき、粒子を捕捉することができる 1)。このレーザー捕捉法はブラウン運動する微粒子を非破壊・非接

触的に固定することができる技術として近年注目されている。本研究では、脂質二重膜で形成された小

胞であるリポソームをレーザー捕捉・観察し、捕捉力を検証した。Nd:YAG レーザー（1064 nm）からの

光を顕微鏡に導入することで、レーザー捕捉するための光学系を構築した。また、Texas Redにより標識

したリポソームを D2O 中で調製し 2)、レーザー捕捉できることを確認した。さらに、リポソームの大き

さや層の数といった形状と捕捉力を比較した。 
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